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はじめにはじめに

問題点問題点問題点問題点問題点問題点問題点問題点
患者は後遺症や廃用症候群などにより自分で手を患者は後遺症や廃用症候群などにより自分で手を
洗うことができず、手浴を１日に何度も行なうこ洗うことができず、手浴を１日に何度も行なうこ
とができない。その為、間接拘縮患者の手指湿潤、とができない。その為、間接拘縮患者の手指湿潤、
臭気、白癬症状を繰り返すことが多く皮膚清潔保臭気、白癬症状を繰り返すことが多く皮膚清潔保
持が困難。持が困難。
以前以前以前以前のののの方法方法方法方法ではではではでは白癬白癬白癬白癬をををを繰繰繰繰りりりり返返返返しているしているしているしている。。。。以前以前以前以前のののの方法方法方法方法ではではではでは白癬白癬白癬白癬をををを繰繰繰繰りりりり返返返返しているしているしているしている。。。。

抗菌・殺菌作用のあるもの抗菌・殺菌作用のあるもの→→→→→→→→カテキンカテキンカテキンカテキンカテキンカテキンカテキンカテキン
（（緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶の渋味・苦味成分）の渋味・苦味成分）



対象対象 手指拘縮があり白癬を繰り返し
ている患者、白癬患者。計７名



シャワーボトルシャワーボトルシャワーボトルシャワーボトル・・・・石鹸洗浄石鹸洗浄石鹸洗浄石鹸洗浄シャワーボトルシャワーボトルシャワーボトルシャワーボトル・・・・石鹸洗浄石鹸洗浄石鹸洗浄石鹸洗浄 霧吹霧吹霧吹霧吹きききき・・・・緑茶洗浄緑茶洗浄緑茶洗浄緑茶洗浄霧吹霧吹霧吹霧吹きききき・・・・緑茶洗浄緑茶洗浄緑茶洗浄緑茶洗浄

以前以前以前以前のにぎりのにぎりのにぎりのにぎり棒棒棒棒以前以前以前以前のにぎりのにぎりのにぎりのにぎり棒棒棒棒 オリジナルオリジナルオリジナルオリジナルにぎりにぎりにぎりにぎり棒棒棒棒オリジナルオリジナルオリジナルオリジナルにぎりにぎりにぎりにぎり棒棒棒棒

方法方法 期間：平成２２年7月１日
～９月１８日

従来従来従来従来のののの方法方法方法方法従来従来従来従来のののの方法方法方法方法 今回今回今回今回のののの方法方法方法方法今回今回今回今回のののの方法方法方法方法



手順手順

① ② ③

洗浄用緑茶洗浄用緑茶洗浄用緑茶洗浄用緑茶のののの作作作作りりりり方方方方
熱湯2リットル（やかん）に対し緑茶葉15グラム用意。
やかんに熱湯とパックに入れた緑茶葉を入れ、
人肌に冷ます（約1時間）



結結 果果 （臭気比較）（臭気比較）

初日 最終日

臭気強有臭気強有臭気強有臭気強有

臭
気
強
有

臭気有

臭気有

臭気弱有

臭気なし



道道 具具

以前以前以前以前のののの使用道具使用道具使用道具使用道具 今回今回今回今回のののの使用道具使用道具使用道具使用道具



皮膚状態の経過皮膚状態の経過

初日初日初日初日 4週目週目週目週目 11週目週目週目週目



考考 察察

毎日洗浄していれば皮膚トラブルはなくなる毎日洗浄していれば皮膚トラブルはなくなる

↓↓

現状は困難現状は困難

↓↓

洗浄やケアの工夫が必要不可欠洗浄やケアの工夫が必要不可欠

緑茶緑茶緑茶緑茶・・・・霧吹霧吹霧吹霧吹きききき・・・・オリジナルオリジナルオリジナルオリジナル握握握握りりりり棒実施棒実施棒実施棒実施はははは緑茶緑茶緑茶緑茶・・・・霧吹霧吹霧吹霧吹きききき・・・・オリジナルオリジナルオリジナルオリジナル握握握握りりりり棒実施棒実施棒実施棒実施はははは

効果的効果的効果的効果的でありでありでありであり、、、、効果的効果的効果的効果的でありでありでありであり、、、、

皮膚皮膚皮膚皮膚トラブルトラブルトラブルトラブルがががが改善傾向見改善傾向見改善傾向見改善傾向見られたられたられたられた。。。。皮膚皮膚皮膚皮膚トラブルトラブルトラブルトラブルがががが改善傾向見改善傾向見改善傾向見改善傾向見られたられたられたられた。。。。



まとめまとめ

緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶緑茶とと握握握握りりりり棒棒棒棒握握握握りりりり棒棒棒棒の利用での利用で白癬・臭気が少し改善白癬・臭気が少し改善！！

患者患者患者患者・・・・職員共職員共職員共職員共ににににコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがががが増増増増えたえたえたえた！！！！患者患者患者患者・・・・職員共職員共職員共職員共ににににコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションがががが増増増増えたえたえたえた！！！！

しかししかし
個個個個々々々々のののの体質体質体質体質やややや室温室温室温室温などによりなどによりなどによりなどにより個個個個々々々々のののの体質体質体質体質やややや室温室温室温室温などによりなどによりなどによりなどにより

個人差個人差個人差個人差があるがあるがあるがある個人差個人差個人差個人差があるがあるがあるがある

今後は個々に合わせた今後は個々に合わせた
ケアをスタッフ全員でケアをスタッフ全員で
考えていきたい！考えていきたい！
参考文献
「緑茶カテキンの凄い健康パワー 驚異的に免疫を高め、現代病を撃退！」著者：藤森進


